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Abstract 

The Median Tectonic Line (MTL) active fault system is one of the most active intraplate 

faults in Japan. The fault system, which is more than 300 km long, is a right-lateral strike-

slip fault with an average slip rate of 5-10 mm/y in east Shikoku. The 13.5-km-long Mino fault 

of the MTL active fault system is located at the western part of Tokushima Prefecture in east 

Shikoku. We carried out trench excavation surveys of the Mino fault at Ueno in Mino Town 

and Ikenoura in Mima Town. Both sites are situated at fault depressions formed on the middle 

and lower terrace surfaces by the activity of the Mino fault. Fault depression deposits consist 

of younger and finer grained layers with abundant  14C dating samples. We inferred the dates 

of faulting events from upward fault terminations on the trench walls. 

At Ueno, it is recognized that the latest rupture event occurred between 1,295-1,390 cal 

A.D. and 1,660-1,950 cal A.D.  (190  •}  50 years  B.P.). Multiple faulting events are also suggested 

after K-Ah ash fall (about 5,200  B.C.)  , because the ash layer steepens to near vertical. At 

Ikenoura, the latest rupture event is estimated to have occurred after 1,525-1,660 cal A.D. 

Taking account of the previous reports on the eastern extension at Chichio and Zunden
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faults, we conclude that the MTL active fault system in east Shikoku ruptured in the 16th 

century A.D. or later. The liquefactions, which occurred between the latter half of the 16th 

century A.D. and the beginning of the 17th century  A.D., are recognized at archaeological sites 

at Maruyama and Ogaki in the western part of Tokushima Prefecture. These sites are located 

immediately south of the Mino fault and the Ikeda fault to the west. This fact suggests that 

the liquefactions were caused by faulting of the MTL active fault system in east Shikoku. 

Key words : the Median Tectonic Line, active fault, Mino fault, trench excavation survey, 

K-Ah ash

キーワー ド: 中央構 造線, 活 断層, 三野 断層, トレ ンチ調査, 鬼 界 アカホヤ火 山灰

I. は じ め に

中央構造線活断層系(以 下,MTL活 断層系 と略

称)は 日本列島の陸上部で最 も活動的で長い右横

ずれ断層である。中部地方から九州に至る活断層

系全体のうち,四 国か ら紀伊半島西部にかけての

部分が最 も活動性が高い(岡 田,1992)。 その右横

ずれ平均変位速度は,四 国中央部～東部で5～10

m/千 年(岡 田,1968,1970,1973な ど),紀 伊半

島西部で1～3m/千 年(岡 田 ・寒川,1976;斉 藤

ほか,1997)と 推定されている。

四国のMTL活 断層系について,地 方自治体(愛

媛県 ・徳島県)や 大学などの各種機関によりトレ

ンチ調査が行われ,活 動履歴,分 布形状,地 下構

造などに関するデータが整いつつある。四国東部

のMTL活 断層系は東より,鳴 門,鳴 門南,板 野,
ずんでん み の

神田,父 尾,三 野および池田の各断層から構成さ

れる(図1;岡 田,1973,1992;水 野ほか,1993)。

徳島県の活断層調査(徳 島県地域活断層調査委員

会,2000)で は,鳴 門南,板 野および三野断層で

合計5地 点の トレンチ調査が行われた。森野ほか

(2001)は これらの トレンチ調査結果 と既存デー

タに基づ き,四 国東部から和歌山平野にかけての

MTL活 断層系の活動履歴を検討した。その結果,

少なくとも三野断層から鳴門南断層までの区間を

1つ の活動区(四 国東部セグメント)と みなし,

その最新活動時期を16世 紀以降,1つ 前の活動時

期を紀元前後 と推定 した。 また,後 藤ほか(2001)

は,四 国西部～中央部の伊予,岡 村および池田断

層で トレンチ調査およびジオスライサー調査 を行

い,こ れらの調査結果と既存データより,四 国に

おけるMTL活 断層系の 「活動の集中期」を提案

した。彼らは14～18世 紀の約500年 間に四国の

MTL活 断層系全体が活動 したと推定している。

このように,ト レンチ調査 による活動履歴の

データが蓄積 されてきたことにより,活 動区や広

い範囲に及ぶ断層活動の時期が議論されるように

なった。 しかし,ト レンチ調査でのイベ ント認定

の確実性やイベ ント時期の年代幅などは,充 分に

精度よく解明されているとは必ず しもいえない。

今後も トレンチ調査により,確 実性の高いデータ

を蓄積 してい く必要がある。

森野ほか(2001)は,鳴 門南および板野断層の

トレンチ調査について詳しい記載を行ったが,三

野断層についてはイベントの時期だけを示 し,ト

レンチ調査の記載や考察などを行っていなかった。

本論文は徳島県地域活断層調査委員会(2000)と

してまとめた報告書に基づいて,三 野断層の トレ

ンチ調査結果について,さ らに考察と分析を加え

て報告したものである。関係者各位 に厚 く御礼申

し上げる。

なお,こ の結果の概要は岡田ほか(2000a)で
一部発表し

,三 野町上野 トレンチ壁面の地層と断

層の写真は,地 質学雑誌,Vbl. 106, No.11, XXIII-

XXIVに 口絵 として示 した(岡 田ほか,2000b)。
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II. 三野断層の概要

み ま

徳島県西部の三野町か ら美馬町にかけての吉野

川北岸の地質概要を図2に 示す。 この地域 には中

生代後期白亜紀の和泉層群を基盤岩 として,鮮 新
どちゅう

世～中期更新世の土柱層,後 期更新世の中位およ

び低位段丘堆積物,完 新世の沖積層が分布 してい

る。また,美 馬町吉永 には大規模な地すべ り移動

体がみ られる。
しぼ う ぼうそう

三野断層は三野町芝生から美馬町坊僧に分布す

る延長13.5kmの 断層である。三野断層より西方

の池田断層は,東 北東―西南西走向で直線的な形状
た ち の

をなす断層であるが,東 端部の三野町太刀野付近

では東西方向に走向を変える。断層は河内谷川を

挟んで北方へ約600mス テップしてお り,三 野断

層に移行する。両断層の境界付近には,北 東―南西

方向へ派生する断層が3条 発達 している。池田お

よび三野断層は左雁行配列をなし,圧 縮性の境界

になっている。三野断層の東端部は,美 馬町坊僧

付近で北ない し北東方向に大きく屈曲している。

野村谷川付近では約1kmの ギャップが認められ,

東方の父尾断層 との境界になっている。屈曲部を

除 くと,三 野断層 と父尾断層は左雁行配列をなし,

両断層の境界は圧縮性の境界 と考えられる。

本地域では,和 泉層群より構成 される山地の南

麓に,土 柱層よりなる丘陵地が点在 し,さ らにそ

の南方に中位および低位段丘面が発達している。

三野町芝生付近では,三 野断層は山地と丘陵地の

地形境界をなす。その東方の三野町上野より美馬

町坊僧にかけては,三 野断層は主に山地中を通っ

ているが,三 野町上野および美馬町池ノ浦付近で

は中位および低位段丘面上 を通る。また,三 野町
か も の みや

加茂野宮では沖積扇状地を横切っている。

三野断層の変位地形については,岡 田(1970,

1977,1978)が 詳 しい記載を行っている。三野町

太刀野では,低 位段丘面上に比高10～12mの 低

断層崖が形成されている。三野町芝生の北方より

加茂野宮にかけては,河 谷や尾根の右横ずれ屈曲

図 1 四 国 東 部 にお け る中 央 構 造 線 活 断 層 系.

接 峰 面 図 は 岡 山 (1988) に よ る. 1. 鳴 門断 層, 2. 鳴 門南 断 層, 3. 板 野 断 層, 4. 神 田

断層, 5. 父 尾 断 層, 6. 三野 断層, 7. 池 田断 層, 8. 上 浦 断層, 9. 西 月 ノ宮 断 層, 10.

黒 谷 川 古 城 遺 跡,11.丸 山遺 跡,12.大 柿 遺 跡

Fig. 1 The Median Tectonic Line active fault system in east Shikoku. 
Summit level map is after Okayama  (1988)  . 1. Naruto fault, 2. Naruto-minami 
fault, 3. Itano fault, 4. Zunden fault, 5. Chichio fault, 6. Mino fault, 7. Ikeda fault, 
8. Kamiura fault, 9. Nishitsukinomiya fault, 10. Kurodanikawafurushiro archaeo-
logical site, 11. Maruyama archaeological site, 12. Ogaki archaeological site
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が明瞭である。また,加 茂野宮の沖積扇状地には

低断層崖が認められる。三野町上野および美馬町

池ノ浦では,中 位および低位段丘面上に溝状凹地

が形成 されている。凹地は三野断層の右横ずれ運

動により形成された変位地形 と推定され,凹 地の

東部には現在でも,自 然地形 として閉ざされた池

がある。池ノ浦付近では河谷の右ずれ屈曲が明瞭

である。

岡田(1970,1977)は,加 茂野宮の沖積扇状地

に変位地形が形成されていることから,三 野断層

の最新活動時期を数千年前以降のごく新 しい時期

と推定した。

III. トレンチ地点の選定

三野断層は主に山地中あるいは山地 と丘陵地の

地形境界付近を通っている。そのため,断層に沿っ

て沖積層の発達が悪 く,活 動履歴の解明を目的と

するトレンチ調査に適した場所が少ない。 また,

新 しい地質時代の堆積物でも,扇 状地を構成する

ような粗粒な砂礫層では断層や変形構造がわか り

図 2 徳 島県 三 野 町 ～ 美 馬 町 の 地 質 概 要.

活 断層 の位 置 は後 藤 ほ か (1999) お よび 中 田 ほ か (1999) に加 筆. 1. 和 泉 層 群, 2. 土柱 層, 3. 中位 段 丘

堆 積 物, 4. 低 位 段 丘 堆 積 物, 5. 地 す べ り移 動 体, 6. 沖 積 層, 7. 活 断層, 8. 活 断層(位 置 不 明 瞭), 9.

活 断層 (伏 在)

Fig. 2 Simplified geological map along the Median Tectonic Line active fault system from Mino Town to 

Mima Town. 

Distribution of active faults is modified from Goto et al. (1999) and Nakata et al.  (1999). 1. Izumi Group, 

2. Dochu Formation, 3. Middle terrace deposits, 4. Lower terrace deposits, 5. Landslide mass, 6. 

Alluvium, 7. Active fault, 8. Inferred active fault, 9. Concealed active fault
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にくく,14C年 代測定の試料も少ない。 トレンチ地

点 として,細 粒分に富み,年 代測定試料 を多 く含

む粘土やシル トが分布する場所を選定する必要が

ある。

三野町上野および美馬町池ノ浦では,中 位およ

び低位段丘面上に溝状凹地が形成 されてお り,新

しい時代の地層が堆積 し,年 代測定試料が得 られ

ると予想した。この凹地の堆積物 と断層の切断 ・

被覆などの関係により,活 動履歴を把握できると

考え,上 野および池ノ浦の両地点で,溝 状凹地南

縁の北向き低断層崖を横切って トレンチを掘削 し

た。

IV. 三野町上野 トレンチ

1) トレンチ地点周辺の変位地形

図3に 上野 トレンチ地点周辺の詳細地形(A)

と地質断面図(B)を 示す。上野北方の台地は開析

扇状地性の低位および中位段丘面に相当すると考

えられるが,こ の段丘面は起伏に富んだ特異な地

形をなしている。 トレンチ調査 を行った標高200
～210m付 近には,東北東一西南西方向にのびる溝

状の凹地が発達 してお り,そ の東側には池がある。

凹地の南縁には最大比高約10mの 北向 きの低断

層崖(逆 向き低断層崖)が あ り,そ の崖麓 を三野

断層が通ると推定される(岡 田,1970)。 低断層崖

の南側には,凹 地に平行な隆起軸をもつ地形的な

高まりがある。これは中位段丘面に形成 された変

位地形であり,プ レッシャーリッジと考えられる。

その南方斜面は傾斜約15° のやや急な斜面であ り,

約300m南 方で平坦な地形になる。斜面の南端は

急斜面になってお り,擁 曲崖であ り,地 形境界付

近に活断層が推定される。撹曲崖の高さは,低 位

段丘1面 では2～3mで あるが,中 位段丘面では

10m程 度であ り,上下変位の累積性が認められる

(図3A)。 この断層は,中 田ほか(1999)が 中上

から吉永にかけて三野断層の南方に推定している

断層の西方延長に当たる(図2)。 中上北西には和

泉層群 と土柱層の境をなす断層露頭があ り(須鎗・

阿子島,1978),水 野ほか(1993)は 荒川断層と

図示 している(図2)。 しかし,荒 川断層沿いには

変位地形は認められない。中上から吉永にかけて

の地域では,土 柱層からなる丘陵地と低位段丘 と

の境界部付近に擁曲崖が断続的に認められる。後

期更新世に活動的な断層は荒川断層の南方を通る

ものと考えられる。

図3Bの 地質断面図に示すように,三野断層 とそ

の南方に推定される活断層に挟まれた中位段丘面

は,高 瀬谷川現河床の勾配が約4.～7.で あるの

に対して,8.以 上急な勾配になっている。中位段

丘を構成する礫層の粒径や礫形は現河床の堆積物

とほぼ同じであり,勾 配の差は気象条件では考え

られないので,圧 縮による傾動地形と推定される

(中田ほか,1999)。 このように,上 野地区の特異

な地形は,三 野断層 とその南方に分布する活断層

の活動により形成された変位地形 と考えられる。

なお,上 野西方の低位段丘1面 の構成層 にAT

火山灰(約25,000yBP)が 挟 まれているので(水

野ほか,1993),そ の離水時期は最終氷期最寒冷期

の約2万 年前頃と推定される。

2) トレンチ壁面の地層 とその編年

図4に 上野 トレンチの詳しい位置を示す。池の

南岸に推定される三野断層の西方延長部で,南 北

方向に トレンチを掘削した。 トレンチの大 きさは

長さ12m,幅10m,深 さ4mで ある。調査は平

成11年11月 下旬から翌年1月 中旬にかけて行っ

た。図5に 上野 トレンチ壁面のスケッチ展開図を

示す。また,図6に 西側および東側壁面の詳細ス

ケッチを示す。

トレンチ壁面で得 られた試料で14C年 代測定お

よび花粉分析 を行った。14C年代測定は株式会社地

球科学研究所に,花 粉分析はパリノ ・サーヴェイ

株式会社に委託した。
14C年代測定はAMS法(加 速器質量分析法)で

あ り,半減期 として5,568年 を用いた。表1に14C

年代測定結果を示す。年代値はδ13C値 により補正

した年代(conventional age)とStuiver and Rei-

mer(1993)に より較正した年代(calibrated age)

を示す。誤差は±1σ(68%)で ある。年代の較正

は1万 年前までであ り,こ れより古い年代は行っ

ていない。 トレンチ壁面のスケッチや文中では,

1万 年前 までは較正年代(暦 年でcal ADま たは

cal BC, 1950年 から遡った年数でcaly BP)で,
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A

B

図 3 三野町上野付近の変位地形. A: 詳細 地形図, B: 地 質断面図。

Fig. 3 Fault topography around Ueno, Mino Town. A: Detailed map, B: Geological profile across the Mino fault.
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1万 年 より古い年代は較正 していない年代(yBP)

で表示 している。

トレンチ壁面の地層は,上 部層(1～6層)と

下部層(1～W層 およびA～H層)に 大きく区分

される。両者は不整合の関係にある。

(1) 上部層

上部層は耕作土および土石流堆積物であ り,上

位 より1層 ～6層 に細分 される。本層は礫 を含む

やや粗粒な堆積物である。礫はすべて和泉層群に

由来し,亜 角礫ない し亜円礫で構成 されているの

で,北 側の讃岐山脈より供給された支流性の扇状

地堆積物 と考えられる。

1層: 現在の耕作土である。黒褐色を呈する腐

植質砂質土で,細 礫を多 く含む。畑地の耕作土で

あ り,土 壌化の程度は弱い。

2層: 黄褐色 を呈する砂礫層であり,土 石流堆

積物と考えられる。東側壁面では下位の3層 との

境界は北側に緩 く傾斜 してお り,北 側ほど層厚は

厚 くなる。下位の3層 とともに,F1お よびF5断

層を覆っている。礫の最大径は6cm程 度であり,

径1cm以 下の細礫が多い。層厚は東側壁面で30
～40cm程 度である。

3層:黒 褐 色 を呈 す る腐植質砂礫 層 であ り,旧

耕作土 と考 え られる。東側壁面で はF1お よびF5

断層 を覆 って分布 している。地層 は北側へ緩 く傾

斜 している。礫 は径1cm以 下 の細礫 を主体 とする。

層 厚 は10～15cm以 下 であ る。本層 中の炭化 物

の14C年 代 値 は1,660～1,950calAD(較 正 前 の

14C年 代 値 で190±40yBP
,測 定 番号137965)

で あ る。東側壁 面北 側のCUE-5(140550)は 下

位 の4層 か らの再堆積 と考え られる。

4層:黄 褐色 を呈す るシル ト質礫層 ない し礫 混 じ

りシル ト層で ある。土石流堆積物 と考え られ る。

東例壁 面ではF1断 層 に切 られ る。西側壁面 で は

F2断 層 に切 られ,そ の北側 に分布 してい る。後述

す るように,F2断 層 は南側隆起 ・北側沈降の上下

変位 を示す正 断層状 の断層 であ り,北 側 に凹地 を

形成 している。4～6層 は,こ の凹地 を埋 め るよ

うに分布 している。

礫 の最大径 は10cm程 度 であるが,礫 の含有量

は少 ない。層厚 は30～60cmで あ る。東側 壁面

で は炭化物が多 く含 まれてお り,そ の14C年 代 値 は

965～1,235cal AD (140547～140549)で あ る。

5層: 西 側 壁面 でF2断 層 に切 られ,そ の北側 に

図 4 三野町上野 トレンチの詳細位置.

Fig. 4 Detailed location map of the trench site at Ueno, Mino Town.
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分布 している。北側 に傾斜 した弱い堆積構造がみ

られ,低 断層崖基部の崩積土と推定される。黄褐

色を呈する砂質シル ト層であ り,細 礫を含む。

6層: 西側壁面でF2断 層に切られ,そ の北側に

分布している。充填物が粘土質の礫層であ り,土

石流堆積物ない し小規模な水路の堆積物 と考えら

れる。基質部は灰白色を呈する粘土であ り,和 泉

層群起源の砂岩および頁岩の亜角礫ないし亜円礫

を含む。礫の最大径は4～5cmで ある。層厚 は

50～70cmで ある。本層中に含まれる木片および

炭 化 物 の14C年 代 値 は,1,035～1,175calAD

(140543)お よ び1,295～1,390cal AD (140542)

で あ る。

なお,西 側壁 面の6層 とこれ を直接覆 う4層 の

境 界か ら土製羽釜の破片 を産 出 している。 この羽

釜は,徳 島県埋 蔵文化財セ ンターに より,14～15

世 紀 以降に作製 された ものと鑑定 されてい る。

(2) 下 部 層

下部層 は腐植質粘 土層,シ ル ト層,シ ル ト・砂

互層お よび砂礫層 で構 成 される。細粒分 に富んだ

地層であ り,池 ない し湖沼 の堆積物 と考 えられ る。

この地層 に含 まれ る礫 もすべ て和 泉層群起源であ

図 5 三 野 町上 野 トレ ンチ 壁 面 の ス ケ ッチ 展 開 図.

Fig. 5 Log of all walls of the trench at Ueno, Mino Town.
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図 6 三野町上野 トレンチ西側および東側壁面の詳細スケッチ. 上: 西 側壁面 下: 東側壁面.

Fig. 6 Detailed log of the west and east walls of the trench at Ueno, Mino Town.
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り,亜 角礫 ない し亜円礫 より構成されてお り,北

側の讃岐山脈 より供給された支流型堆積相を示す。

トレンチ壁面にはF1～F6断 層が分布 しており,

F3お よびF4断 層(東 側壁面ではF1断 層 に切 ら

れる)を 境 として,南 北で地質構造が異なる。北

側の下部層は北へ急傾斜 しているのに対 して,南

側の下部層はほぼ水平に近い構造をなす。北側 と

南側の地層の対比が困難であるため,前 者を1～

W層 に,後 者をA～H層 に細分 した。

〈断層より北側の下部層〉

I 層 (鬼界アカホヤ火山灰): 北側壁面に分布す

る。黄褐色 を呈する砂質土であ り,砂 粒のほとん

ど(90%以 上)は 火山ガラスよりなる。火山ガラ

スの形態は大半がバブルウォール型で,屈 折率は

1.507～1.511(中 央値1.509)で ある。これらの

特徴か ら,本 層は鬼界アカホヤ火山灰(K-Ah:約

BC5,200年)と 同定される。北側壁面ではこの地

層はほぼ直立して分布 している。層厚は明らかで

ない。

H 層: 白色～灰白色 を呈するシル ト層である。

層厚は約60cmで ある。

皿層:褐 灰色を呈する砂礫層であり,礫 の径は

1～2cm程 度である。層厚は西側壁面で約60cm

であるが,東 側壁面では薄 くなり,ト レンチ上部

で消滅している。

IV 層: 主にシル ト層であ り,砂 層を挟む。下位

のV層 を削 り込んで堆積 している。層厚は50cm

程度である。

V 層: シル ト層が優勢なシル ト・砂の互層であ

り,ラ ミナが顕著である。西側壁面ではシル ト層

表 1 上 野 トレ ンチ の 14C 年代 測定 結果.

Table 1 Radiocarbon dates of the samples in Ueno trench.
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の厚 さは数10cmで あ り,砂 層 の厚 さは数cm程

度であ る。層厚 は約1.8mで あ る。本層の下底部

付 近 は腐植質 シル トない し砂 であ り,炭 化物や木

片 を多 く含 む。そ の14C年 代 値 は7,290～7,080

cal BC (137960)で あ る。

IV 層 お よびV層 の花粉分析(試 料採取位置 は図

6の ス ケ ッチ に■ 印で示す)に よる と,両 者 とも

花粉構成 はコナラ属 コナ ラ亜属が卓越 し,エ ノキ

属-ム クノキ属 を高率 に伴 う。そのほかにクマシデ

属-ア サ ダ属,ブ ナ属,ニ レ属-ケ ヤ キ属,イ チ イ

科-イ ヌガヤ科-ヒ ノキ科,マ ツ属 な どを伴 う。

この ような花粉化石群集 か ら考 えて,IV層 お よ

びV層 堆積当時 の古植 生は,コ ナ ラ属 を主体 とす

る落葉広葉樹林(ナ ラ林)で あ り,ま た,エ ノキ

属-ム クノキ属 を多産す ることか ら,暖 温帯落葉広

葉樹林 と推定 される。

前田(1977)に よ ると,大 阪湾沿岸地域 では約

15,000～7,500年 前 には落葉広葉樹林が広 く発達

してお り,約9,000年 前 まで コナ ラ亜属が卓越 し,

これ以 降 にエ ノキ属-ム クノ キ属 が増加す る と し

ている。 トレンチの試料 ではコナラ亜属が卓越 し,

エ ノ キ属一ム ク ノ キ属 を多 産 す る こ とか ら,約

9,000～7,500年 前 頃 の時期 が推定 され る。V層

の較正前の14C年 代 値 は8,180±50yBP(137960)

で あ り,花 粉分析か ら推定 される時期 とほぼ一致

している。

VI 層: 黒褐 色 を呈す る砂礫層 であ り,薄 い粘土

層 を挟 む。層厚 は約1mで ある。礫 の最 大径 は9

cm,平 均 径 は2～5cm程 度 で ある。

W層:灰 白色 を呈す るシル ト層であ る。本層下

部に は炭化物が多 く含 まれる。層厚 は明 らかで な

い.

〈断層 よ り南側の下部層〉

A層:上 部 は黄褐色 を呈す る砂礫 層で,下 部 は

シル ト質礫層 であ る。礫 の大 きさは最大径7～8

cm,平 均 径2～5cmで あ る。層厚 は1.4m程 度

であ る。本層 中 の炭 化物 の14C年 代 値 は4,330～

3,360cal BC(140545,140546)で あ る。

B 層: 黄 褐 色 ～黒褐色 を呈す る砂礫 層で ある。

礫 の大 きさは5～6cm程 度 であ る。層厚 は1.3m

程 度 である。

C 層: 灰 白色 を呈 す るシル ト層 である。層厚 は

約50cmで あ る。

D 層: 上 部 は褐 色 を呈す る砂礫層 であ り,下 部

はシル ト質礫層で ある。礫の最大径 は約10cmで

あ り,平 均径 は1～3cmで あ る。層厚 は約60cm

で あ る。

E 層: 白色 を呈 す るシ ル ト層 で あ る。下 位 の

F層 とは漸 移 してい る。層厚 は60～70cmで あ

る。西側壁面 には分布 してい ない。本層 に含 まれ

る 炭 化 物 の14C年 代 値 は7,100～7,065calBC

(140810)で あ る。

F 層: 粘 土 とシル トの細 互層で あ り,ラ ミナが

顕著 である。薄い砂 層 を挟 む ところ もあ る。層厚

は約50cmで あ る。木片や植物片 を多 く含む。そ

の14C年 代 値 は7,100～7,040calBC(137g61,

137962,140821)で あ る。

G 層: 黒 灰 色 を呈す る腐植質粘土層 であ る。層

厚 は20～30cm程 度 であ る。炭化物 や木片 を多

く含 む。その14C年 代 値 は7,065～7,040calBC

(140820)で あ る。

H 層: 南 側 壁面の底面付近 に分布 している。黄

褐色 を呈す る砂礫層であ り,径1～2cm程 度 の亜

円礫 を含 む。層厚 は明 らかで ない。本層 に含 まれ

る植 物 片 の14C年 代 値 は7,275～7,060calBC

(140818,140819)で あ る。

なお,ト レンチ掘 削 に先立 って行 ったボー リン

グU-4(位 置 は図4に 示す)に よると,深 度12.1

mま で腐植質粘土 ～シル トな どの細粒分 に富 んだ

地層か らなる。その下位 は締 まった砂礫 層であ り,

段 丘礫層 と考 えられ る。深度10.57mの 腐 植 質粘

土 層 に 含 ま れ る 木 片 の14C年 代 値 は,7,555～

7,505 cal BC(140552)で あ る。今回の調査 では,

池 の堆積物 の広 が りや広い範囲で の地質構造 は明

らかにで きなかったが,約1万 年前以 降に断層 池

が形成 され,細 粒 分に富む地層が堆積 した もの と

推定 される。

3) トレンチ壁面で認め られ る断層

トレ ンチ壁面 にはF1～F6断 層 が認 め られ る

(図5)。 トレンチ底面 の水平面 でみ る と,地 層 の

引 きず り変形 よ り,こ れ らの断層 はいず れ も右横

ず れ と推定 され る(岡 田ほか,2000b)。 しか し,
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壁面で観察される上下方向では,複 雑な変位 ・変

形構造を示す。

各断層の記載は次の とお りである。

F1 断層: 断層の走向はN75°E～E-Wで あり,

南側に傾斜 している。上下成分では南側隆起の逆

断層を示す。 トレンチ底面中央に設けた釜場(図

5) の東側および西側壁面の観察によると,F1断

層はF3お よびF4断 層を切断している。

西側壁面の下部では約40° 南側に傾斜 している

が,中 部から湾曲し,先 端部はほぼ水平になる。

湾曲部ではほぼ水平な派生断層を多 く伴う。北側

に急傾斜 した下部層をさらに切断し,変 位 させて

いる(図6上)。 先端部は多 くの小断層に分岐して

お り,上 部層との切断 ・被覆関係は明らかでない。

東側壁面では高角度で南側に傾斜 した逆断層を

なす。断層北側では急傾斜 した下部層を北側に転

倒させるような変形を与え,さ らに上部層の4層

を切 り,3層 に覆われている(図6下)。

F2 断層: 西側壁面にのみ分布 している。F1断

層 との関係については,考 察で述べる。下部層の

V層 とVI層 を境する断層であり,そ の上部ではVI

層 と上部層の4層 ～6層 の境界をなす。北東―南西

走向で北側に約65.傾 斜 し,見 かけ上正断層状を

呈 している。上部層の5層 は低断層崖基部に堆積

した崩積土と考えられるので,F2断 層は5層 およ

び6層 堆積前から低断層崖を形成 していたものと

推定される。断層近傍では4層 ～6層 は正断層状

の変位を示す弱い引きず り変形がみられることか

ら,4層 堆積後 も活動 した可能性が高い。 しか し,

この上部の地表付近が人工改変で削 り取 られてお

り,地 層 と断層の切断 ・被覆関係は明らかでない。

F3断 層,F4断 層: 走向N50° ～60°Eで,北

側に急傾斜 した断層である。F1お よびF5断 層と

は斜交 している(図5)。 西側壁面で断層より南側

のA層 ～F層 はほぼ水平な構造 をなすが,断 層近

傍で上方に引きずられてお り,北 側隆起で南側沈

降の逆断層状の変形を示す。 トレンチ底面では,

F4断 層北側の腐植質粘土層(G層)の 層理面は北

東-南 西走向であり,F4断 層とやや斜交 している

が,断 層に近づ くにつれ断層とほぼ平行になって

いるので,右 横ずれの引きず り変形を示す(岡 田

ほカ、,2000b).

西側壁面ではこれらの断層を境にして,北 側で

下部層が急傾斜 している。東側壁面ではF1断 層

に切られているが,こ の断層を境として北側の下

部層が急傾斜 している。F3お よびF4断 層は,北

側の下部層を急傾斜 させた構造運動に関わる断層

と考えられる。

F5 断層: 走向は N88°Eで,ほ ぼ鉛直な断層で

ある。東側壁面では上部で2つ の断層に分岐 して

いる(図6下)。 トレンチ底面東側では,断 層 より

北側の腐植質粘土層(G層)の 層理面は北東-南西

走向を示すが,断 層に近づくにつれ東西走向とな

り,断 層とほぼ平行になっているので,F5断 層は

明瞭な右横ずれの引きずり変形を示す(岡 田ほか,

2000b)。 東側壁面の上下成分では北側隆起,南 側

沈降の変位を示す。断層の上方先端部は上部層の

3層 に覆われている。

F6断 層:ト レンチ底面の南側壁面付近に認めら

れる(図5)。 走向は東北東―西北西方向であり,

北側に傾斜 した正断層状 を呈する。下部層のG層

までを切断し,F層 に覆われる。

4) 腐植質粘土層の注入構造

東側壁面下部では,F1断 層とF5断 層に挟まれ

たG層 の腐植質粘土層が,上 部のF層 に注入(貫

入)し ている(図6下)。 これは地震時に腐植土質

粘土層の間隙水圧が上昇し,上 部に注入 したもの

と推定される(岡 田ほか,2000b)。

5) イベントの時期

トレンチ壁面か ら読みとれるイベン トの時期は

以下のとお りである。なお,こ こでは トレンチ壁

面で認め られた1回 毎の断層活動をイベン トと呼

ぶ。

イベント 1: 東側壁面では,F1断 層は上部層の

4層 を切断し,3層 に覆われる。また,西 側壁面で

はF2断 層は4層 から6層 を切断 している。

3層 は1,660～1,950ca1ADの14C年 代値(較

正前の14C年 代値で190±40yBP)を 示 し,最 新

イベントの時期はこれより前と推定される。 しか

し,3層 は旧耕作土と考えられ,人 為的に改変さ

れているので,この14C年 代値は有意でない可能性

もある。
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東側壁面の4層 は965～1,235calADの14C年

代 値 を示す。西側壁面 の6層 は1,035～1,175cal

ADお よ び1,295～1,390cal ADの14C年 代 値 であ

る。 この ように,4層 と6層 はほぼ同 じ14C年 代 値

で あるが,一 部年代 が逆 転 してい る。4層 の年代

試料 は6層 よ り再堆積 した ものであ り,4層 は こ

れ よ り新 しい年代 であ る可能性が ある。 また,西

側壁面の4層 と6層 の境界 には14～15世 紀 以 降

に作製 され た と考 え られる羽釜の遺物 を出土 して

い る。 これ らの ことか ら,4層 お よび6層 の最 も

新 しい14C年 代 値 を4層 の年代 とす ると,最 新 イベ

ン トの時期 は1,295～1,390calAD以 降 と推定 さ

れ る。

その他 のイベ ン ト: F3,F4お よびF5断 層 は南

側の下部層(A～G層)の すべてを切断 している。

A層 の14C年 代値 より,3,500～3,360calBC以

降にイベントが推定 される。また,北 側の下部層

は地層がほぼ直立するような変形を受けている。

1層 は鬼界アカホヤ火山灰(約BC5,200年)で あ

り,本 層堆積以降,繰 り返 し断層活動があったも

のと推定される。しか し,イ ベ ントの回数や年代

に関する詳 しい情報は得 られなかった。

V. 美馬町池ノ浦 トレンチ

1) トレンチ地点周辺の変位地形

図7に 美馬町池ノ浦付近の変位地形を示す。池

ノ浦の集落は標高220～230m付 近の段丘面上に

位置 している。その北縁には東西方向にのびる細

図 7 美 馬 町池 ノ浦 付 近 の変 位 地 形.

×は 年 代 試 料 採 取 地 点. 1は 岡 田 ・堤 (1990), 2 は 岡 田 (1970) , 3 は水 野 ほ か (1993) に よ る.■ は

岡 田 ・堤 (1990) に よ る三 野 断 層 の 断 層 露 頭.

Fig. 7 Fault topography around Ikenoura, Mima Town.

× shows the locations of 14C dating samples. 1 is after Okada and Tsutsumi  (1990)  , 2 is after Okada
(1970)  , and 3 is after Mizuno et al.  (1993)  .  ^ shows an outcrop of the Mino fault after Okada and 
Tsutsumi  (1990)  .
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長い溝状 の凹地が発 達 してお り,凹 地 には2つ の

池が ある。凹地 は深 さ2～4m,南 北 幅20～35

mで,250m以 上 の長 さで東西方向 にのびている。

これ は三野 断層 の右横 ずれ運動 によ り形成 された

変位地形 と考 え られ,そ の北縁 と南縁 に低 断層崖

が発達 してい る(岡 田,1970)。 なお,池 ノ浦の溝

状 凹地南縁 の一部 は数年前 に盛 り土 されてい る。

盛 り土前 には,ト レンチ地点付近 での低 断層崖の

高 さは3～4m程 度 であった。

池 ノ浦付 近 の段 丘面 は現 河床 か らの比高 は70

～80mで あ り,露 頭で は段 丘堆積物 は風化 した

礫層 よ りな ることか ら,中 位段丘面 に相 当す ると

考 え られる。 しか し,岡 田 ・堤(1990)に よ ると,

トレンチ地点 よ り東方 の沢部 において,角 礫 層 に

挟 まれる腐植土層 の14C年 代 値 は14,650+1,200

-1
,040yBP(図7の 試料 採取 地点 ×1,測 定番

号HR-544)で あ る。さらにその東方で岡田(1970)

は,礫 層 中の砂 層 に含 まれ る材化 石 で27,100±

410yBP(×2,TK-58)の14C年 代 値 を得 ている。

また,水 野ほか(1993)は そ のす ぐ東側 で,35,000

±2 ,200yBP(×3,1-17,040)の14C年 代 値 を報

告 してい る。 この ように,池 ノ浦付 近の中位段丘

面は,北 側の讃岐山脈より供給 された新期の扇状

地堆積物で覆われており,溝 状凹地に沿って低位

段丘1堆 積物に相当する地層が発達している。

池ノ浦の溝状凹地より南東は急 な斜面であり,

傾動地塊 と推定される。その南方の低位段丘1面

との地形境界に擁曲崖がみられ,活 動的な断層が

推定される。池ノ浦より東方では,三野断層に沿っ

た河谷の右横ずれ屈曲が明瞭である(図7)。 断層

は坊僧池の北西付近 より北東ない し北へ大 きく屈

曲している。

2) トレンチ壁面の地層とその編年

図8に 池ノ浦 トレンチの詳 しい位置,形 状およ

びボー リング調査地点を示す。 トレンチは溝状凹

地南縁の低断層崖 を横切 って掘削された。 トレン

チの大きさは長さ10m,幅10m,深 さ約5mで

ある。調査は平成11年12月 上旬か ら翌年の2月

にかけて行われた。

図9に トレンチ壁面のスケッチ展開図,図10に

西側および東側壁面の詳細スケッチを示す。また,

トレンチ壁面で得 られた試料の14C年 代測定結果

を表2に 示す。測定方法などは上野 トレンチと同

じである。

図 8 美馬町池ノ浦 トレンチの詳細位置.

Fig. 8 Detailed location map of the trench site at Ikenoura, Mima Town.

674



トレンチ壁面の地層は,砂 礫層や粘土質礫層な

どのやや粗粒な地層が主体をなす。これらの地層

を構成する礫は,す べて和泉層群起源の砂岩およ

び頁岩であり,亜 角礫ないし亜円礫よりなるので,

支流性の扇状地堆積物 と考えられる。

トレンチ壁面にはF1とF2の2条 の断層が認め

られる。そのうち,F1断 層を境にして北側と南側

で地層の性状が異なる。F1断 層 より北側は礫の

含有量が少なく,や や細粒分に富む。南側は礫層

を主体としてお り,細 粒な地層をほとんど含 まな

い。南北の地層の対比が難 しいため,ト レンチ壁

面のスケッチでは北側の地層を1～6層,南 側の

地層をA～C層 に区分 した。

予備調査でのボーリング調査 とトレンチ掘削結

果に基づいて作成 した地質断面図を図11に 示す。

これによると,F1断 層より南側(上 盤側)は 地表

部より粗粒 な砂礫層か らなる。A,B層 は崩積土

および旧表土であるので,C層 が段丘礫層である。

その14C年 代値は15,740±50yBPで あ り,低 位

段丘1堆 積物に相当する。一方,F1断 層より北側

は,1～4層 はシル ト層や砂層などの細粒分に富

む地層であるのに対 し,5,6層 より下位は砂礫層

や粘土質礫層などの粗粒な地層よりなる。5,6層

はC層 と層相がほぼ同じであ り,段 丘礫層と考え

られる。1～4層 が溝状凹地の堆積物である。凹

地中央における溝状凹地の堆積物は,腐 植土,腐

植質粘土,シ ル ト,シ ル ト質礫層よりなり,層 厚

は1～2mで ある。その基底部は緩 く北側へ傾斜

してお り,北 側ほど層厚が厚 く,細 粒な地層 より

なる。

耕作土: 低断層崖北側の耕作土は水出土壌であ

り,黒 灰色を呈する腐植質粘土である。南側の上

盤側では最上部の30～50cm程 度が畑の耕作土

である。また,低 断層崖の斜面には厚 さ30～80

cm程 度の腐植土が分布 している。

東側壁面で耕作土下底部の凹みに含まれていた

炭 化 物 の14C年 代 値 は,1,675～1,940calAD

(140540)を 示す。しか し,こ れは耕作土に含 ま

れる炭化物の14C年 代値であり,参考データとして,

イベ ント時期の検討では用いていない。

〈断層より北側の地層〉

1層: 灰 白色 を呈す る細礫 を主体 とす る砂 礫層

であ る。礫 の最大径 は3～4cmで あ る。本層の下

底面 は北側 に傾斜 している。層厚 は最 も厚い とこ

ろで約30cmで あ る。

2層: 灰 白色 を呈す る砂 質 シル ト層であ る。少

量の新鮮 な細礫 やクサ リ礫 を含む。後述す るよう

に,南 側のB層 は旧表土 と考 え られ,そ の直下の

C層 は強風 化 し,礫 はクサ リ礫 にな ってい る(図

10)。 本 層 に含 まれ るクサ リ礫 は,低 断層崖 を形成

す るC層 か ら崩 落 し,再 堆積 した ものと考 え られ

る。層厚 は50～60cmで あ る。F1-2断 層 に切 ら

れ る。数mm～5mm程 度 の大 きさの炭化物 を多

く含 む。 その14C年 代 値 は,西 側 壁面 で1,435～

1,480 cal AD(測 定 番 号140536),東 側 壁 面 で

1,525～1,660 cal AD(140539)で あ る。IKW-

12(140537)は 古 い年代値 を示 してお り,下 位層

準 か らの再堆積 と考 え られる。

3層:黄 褐色 を呈 す るシル ト質礫層 であ り,礫

の大 部分 はクサ リ礫 よ りなる。礫 の最 大径 は12

cm程 度 であ る。低 断層崖基部 の崩積土 であ り,ク

サ リ礫 はC層 の二次 的な堆積物 と推定 され る。層

厚 は約20cmで あ る。F1-3断 層 を覆 い,F1-2断

層 に切 られる。数mm程 度の大 きさの炭化物 を多

く含 む。そ の14C年 代 値 は1,745～1,510calBC

(140815,140816)で あ る。

4層:青 色 を呈す るシル ト質礫 層 であ り,礫 の

径 は4～5cm程 度 である。クサ リ礫 を多 く含んで

いる。 クサ リ礫 は2層 ～3層 と同様 に低 断層崖 を

なすC層 よ り崩落 し,再 堆積 した もの と推定 され

る。F1-3断 層 に切 られ る。層厚 は10～15cmで

あ る。本 層 中 の 炭 化 物 の14C年 代 値 は3,340～

2,690cal BC(140813,140814)で あ る。

5層:青 色 ない し青緑色 を呈す るシル ト質礫 層で

ある。本層 の上部 にはクサ リ礫 を含 むが,下 部で

は少 な くな り,大 部分 は新鮮 な礫 になる。礫 の大

きさは3～5cmで あ る。本層 の下部 はF1断 層 よ

り南側 のC層 と層相が似てお り,低 位段丘1堆 積

物 に相 当す る もの と考 えられ る(図11)。 しか し,

14C年 代 値が得 られていないので
,詳 しい堆積 時期

は明 らかでない。F1-3断 層 による引 きず り変形が

明瞭である。
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6 層: 青色ない し青緑色を呈する砂礫層である。

礫の最大径は12cm程 度であ り,径1cm以 下の

細礫を多く含む。層相からC層 に対比され,低 位

段丘1堆 積物に相当するものと考えられる。

〈断層より南側の地層〉

A 層: 黄褐色を呈するルーズな砂礫層であり,

南側の上盤側より低断層炭の14部 を覆う崩積土で

ある。礫の最大径は8～9cmで ある。層厚は最大

70～80cmで ある。西側壁面のW4とW5の 中間

付近のB層 との境界よりやや上部で,破 損が著 し

い土製羽釜の破片を産出している。

B 層: 暗褐色ない し茶褐色 を呈する腐植質の砂

質シル ト層であ り,A層 に覆われている。色調や

層相が現在の表土とほとんど同じである。 また,

本 層直 ドの砂 礫 層 は黄褐 色 を呈 し,50～60cm

の 厚 さで風化 してお り,礫 は クサ リ礫 になってい

る。 これ らの ことか ら,本 層はA層 が堆積す る以

前 の旧表上 と推 定 され る。本層中に含 まれ る炭化

物 よ り,1,265～1,290calAD(140534)お よび

1,455～1,625calAD(140535)の1℃ 年代値が

得 られ てい る。

C 層: 扇 状 地性 の礫層 である。砂礫層 を主体 と

す る地層で あ り,礫 の最大径 は15～20cm程 度

で ある。壁面上部 は風化 してお り,黄 褐色 を呈 し,

礫 もやや風 化 してい る。壁面 「部で は還元状態 で

あ り,地 層全体 が青味 を帯 びてお り,礫 も新鮮 で

ある。礫径,細 粒分の挟み,マ トリックスの種類(砂

質あるいは粘土質),色 調な どか ら,5～6層 に細

図 9 美馬 町 池 ノ浦 トレ ンチ壁 面 の ス ケ ッチ展 開 図.

Fig. 9 Log of all walls of the trench at Ikenoura, Mima Town.
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図 10 美馬町池ノ浦 トレンチ西側および東側壁面の詳細スケッチ. 上: 西側壁面 下: 東側壁面.

Fig. 10 Detailed log of the west and east walls of the trench at Ikenoura, Mima Town.
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表 2 池 ノ浦 トレンチ の 14C 年 代測 定結 果.

Table 2 Radiocarbon dates of the samples in Ikenoura trench.

図 11 美馬町池ノ浦 トレンチ付近の地質断面図.

Fig. 11 Geological profile near the trench site at Ikenoura, Mima Town.
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分 で きるが,ス ケ ッチで はC層 として一括 して示

している。

ボー リング I-1 (調査 位 置は図8に 示す)に よる

と,F1断 層 より南側 の上盤側 では,地 表部 よ り深

度15mま ですべ て礫層か ら構戒 され る(図11)。

トレンチ南側 壁面下部で礫層 中の粘 土質部 に含 ま

れる炭化物 は,14,300±50yBP(140817)の14C

年 代 値 を示す(図9)。

3) トレンチ壁面 で認 められる断層

トレンチ壁面 にはF1とF2の2条 の断層が認め

られ,F1断 層 はF1-1か らF1-3に 分 岐 している(図

10)。

F1断 層 は低 断層崖 のほぼ基 部に位置 している。

断層面 はほぼ鉛直 であ り,南 側 隆起 を示す。西側

壁面 では南 傾斜 の ようにみえるが,こ れは断層 と

壁面 が斜 交 してい るため,見 かけ上傾斜 してい る

よ うにみえ るだ けで ある。断層 を挟 んだ南北の地

層 はいずれ も断層側 に傾斜 してお り,F1-1,F1-2

お よびF1-3断 層 は下方 に収敏 す るフ ラワー構 造

を呈 す る。 これ よ り,F1断 層 は横 ずれ成 分 が卓

越す る断層 と考 えられ る。F1-1とF1-2断 層 は耕

作土 を除 くすべての地層 を切 断 している。一方,

F1-3断 層 は4層 を切 り,3層 に覆われ る。 これか

ら,F1-3断 層 はF1-1お よびF1-2断 層 と活動時期

が異 なるもの と推定 され る。

F2断 層 もほぼ鉛直 な断層 であるが,地 表付 近で

は傾斜 が緩 くな り,南 傾斜 になる。B層 は旧表土

と考 え られ,そ の直下 に分布す る砂礫層 は著 し く

風化 してお り,50～60cmの 厚 さで クサ リ礫 層

になっている。 この クサ リ礫層 は部分 的に地層の

層準 が逆 転 し,F2断 層 直 近で は クサ リ礫層 がB

層 を覆 ってい る。このよ うな構造 はF2断 層の活動

による地層 の引 きず り変形 と推定 される。なお,

F2断 層 の活動 によ り,低 断層崖上部は低 下側 に崩

れて,A層 がB層 とC層 を覆 うようになった と推

定 され る。

4) イベ ン トの年代

イベ ン ト1:F1-1お よ びF1-2断 層 は2層 と3

層 を切 断 してい る。 また,F2断 層 はB層 を変 形

させてい る。2層 の最 も新 しい14C年 代 値 は1,525

～1
,660ca1ADで,B層 は1,455～1,625calAD

である。これ らの14C年 代値か ら,最 新イベ ント

は16世 紀以降と推定 される。

イベ ント2:F1-3断 層は4層 を切 り,3層 に覆

われている。これらの地層の14C年 代値は,4層 で

3,340～2,690calBC,3層 で1,745～1,510cal

BCで ある。3,340～1,510calBCに 最新 イベ ン

トに先行する別のイベントが発生 したと推定され

る。

なお,2層 と3層 の間は年代にギャップがあり,

約1,500calBC～1,400calADの 地層が欠けて

いるので,こ の間のイベントは検討できない。

VI. 考 察

1) 三野断層の活動による変位地形の形成

三野町上野 と美馬町池ノ浦には,三 野断層沿い

に逆向 き低断層崖,溝 状凹地,段 丘面の傾動など

の変位地形が形成 されている。ここでは,変 位地

形の形成機構 について考察する。

(1) 三野町上野

図3の ように,三 野町上野には北向きの低断層

崖(逆 向き低断層崖)と その北側 に溝状凹地が発

達してお り,三 野断層は南側隆起 ・北側沈降の上

下変位を示す。また,低 断層崖南側はやや急な斜

面であ り,約300m南 方の低位段丘1面 との地形

境界には擁曲崖が発達 してお り,活 断層が推定さ

れる。ここでは,こ の推定活断層 を三野南断層 と

仮称する。

上野 トレンチ壁面にはF1～F6断 層が認められ

た。各断層の切断関係でみると,F1断 層はF3お

よびF4断 層 を切断 している。F2断 層はF1断 層

により切 られているようにみえるが,F1断 層の

活動に伴い,地 層境界に沿って変位 した分岐断層

と考えられる。断層の上下成分に着 目すると,F1

およびF2断 層は南側隆起・北側沈降の変位を示す

断層である。一方,F3,F4お よびF5断 層は北側

隆起 ・南側沈降の変位を示す。 トレンチ地点は溝

状凹地の南縁に位置 しており,北 向き低断層崖が

発達 しているので,F1お よびF2断 層がこの変位

地形を形成 した断層 と推定される。

このように,三 野断層を構成する断層群のうち,

最 も新 しい時期の活動を示すのは,南 傾斜で逆断
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層成分をもつ断層である。一方,三 野南断層は南

側低下の擁曲崖 を形成 してお り,北 側に傾斜 した

逆断層 と推定される。上野の段丘面を隆起 ・傾動

させた構造運動は,両 断層の活動によるものと考

えられる。

断層の平面形態では,西 方の加茂野宮の沖積扇

状地では三野断層はN85°E走 向であるが,上 野の

北西部で北側へ約10° 屈曲し,N75°E走 向にな

る(図3)。 三野断層は基本的に右横ずれ断層であ

るので,北 側への屈曲は圧縮性のバ リヤを形成す

る。三野断層の屈曲に伴い,局 部的な圧縮応力が

増加することにより,そ の増分を解消するために,

南方に逆断層である三野南断層が形成 されたもの

と推定される。後藤(1998)は,父 尾断層や神田

断層において(図1),断 層の走向が一般走向に対

して北側(反 時計回 り)に 斜交 している場合 と,

断層の走向が北側へ大 きく屈曲する場合に,そ の

南方に逆断層が形成されることを指摘 し,こ れを

前縁逆断層と呼んだ。三野南断層 も,三 野断層の

屈曲に伴い南方に発達 した逆断層といえる。

これらの地質構造より推定 した上野の変位地形

形成の概念図を図12に 示す。上野では三野断層と

三野南断層に挟まれた段丘面が断層活動により圧

縮 され,隆 起 ・傾動 したものと考えられる。段丘

面の北端が隆起 し,南 側へ傾動することにより,

北側が相対的に沈降し,溝 状凹地が形成されたも

のと推定される。傾動する前の段丘面の勾配を高

瀬谷川の河床勾配 と同じと仮定すると,段 丘面北

端のプレッシャーリッジにおける隆起量は約30m

になる。なお,傾 動の開始時期は中位段丘面の離

水以降と考えられるが,そ の詳 しい時期は明らか

でない。

(2) 美馬町池ノ浦

図2の ように,美 馬町池ノ浦西方の鍋倉谷川付

近では三野断層は東北東一西南西走向か ら北側へ

屈曲している。また,坊 僧北側では,三 野断層は

北方へ大きく屈曲している。また,三 野断層と父

尾断層の断層線は左雁行配列をなしている。これ

らはいずれも圧縮性のバ リヤをなしてお り,池 ノ

浦周辺は,三 野断層が一般的な走向を示す地域よ

りも強 く圧縮されている部分 と考えられる。池ノ

浦南方の断層や坊僧北方の断層は,三 野断層の屈

曲に伴い,そ の南方に形成 された逆断層と推定 さ

れる。このように,池 ノ浦周辺地域は全体的に圧

縮場になっているが,ト レンチ地点付近に限って,

三野断層は南方にステップしている(図7)。 これ

は右雁行配列であ り,引 張性のバ リヤである。池

ノ浦の溝状凹地は,圧 縮場における局所的な引張

により形成されたごく小規模 なプルアパー トベイ

ズンであると推定される。

2) 三野断層の最新活動時期

トレンチ調査の結果で述べたように,三 野断層

の最新イベ ントの時期 は,三 野町上野 トレンチで

は1,295～1,390cal AD以 降,1,660～1,950cal

AD以 前である。また,美 馬町池ノ浦 トレンチで

は1,525～1,660cal AD以 降である。これらの調

査結果より,三 野断層は16世 紀か ら17世 紀前半

に活動したものと推定される。
かみ き らい

父尾断層 では市場 町上喜来で トレンチ調査 が行

われ てい る(岡 田,1992; Tsutsumiand Okada,

1996; 岡 田 ・堤,1997)。 こ こでは,断 層の横 ずれ

運動 によ り沖積層の最上部 に形成 されたV字 状 の

落 ち込み部の中 に,16世 紀 の仏 具 を作 った鋳 型の

破片が 旧水 田土壌 と思われ るシル ト層 中に含 まれ

ていたので,最 新 イベ ン トの時期 は16世 紀以降 と
と なり くまたにてら

推定 された。神 田断層 で は土成町 の熊谷寺東南 と

溝状 凹地 の2地 点 で トレ ンチ調 査 が行 わ れて い

る(岡 田 ほか, 1993a,b; Tsutsumi and Okada,

図 12 三野町上野における変位地形形成の概念図.

Fig. 12 Schematic cross-section of tectonic  land-

form at Ueno, Mino Town.
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1996)。 そのうち熊谷寺東南 トレンチでは,断 層

は中世に使用 された土器片を含む地層を切ってお

り,神 田断層の最新活動時期は12～13世 紀以降

と推定 された。これ らの トレンチ調査により,岡

田(1992)お よびTsutsumi and Okada (1996)

は,父 尾断層から鳴門断層にかけてのMTL活 断

層系の最新活動時期を16世 紀以降と考えた。また,

西方の三野および池田断層 も同時に活動 した可能

性があると指摘 した。さらに,16世 紀以降でMTL

活断層系近隣で発生 した大地震は1596年 慶長伏

見地震だけであ り,こ の地震でMTL活 断層系 も

活動 した可能性が大 きいと推定 した。

上述のように,三 野断層の最新活動時期は,岡

田(1992)お よびTsutsumi and Okada (1996)

による父尾および神田断層の最新活動とほぼ同じ

時期 になった。父尾断層の上喜来 トレンチと神田

断層の熊谷寺東南 トレンチは,地 層に含 まれる遺

物 により最新イベ ントの時期が推定されている。
一方,上 野および池ノ浦 トレンチで認められた最

新イベントの時期は,地 層に含 まれる年代試料の
14C年代値 より推定された。このように,こ れらの

断層の最新活動時期は遺物 と14C年 代測定の2通

りの方法により推定 されたものであ り,そ の確実

性は高いといえる。森野ほか(2001)は,こ れら

の トレンチ調査結果により,少 な くとも鳴門南断

層から三野断層までの区間が1つ の活動区(四 国

東部セグメント)を なし,そ の最新の断層活動を

16世 紀以降 と推定 している。

最近の遺跡発掘調査によると,三 野町の丸山遺

跡と三好郡三好町の大柿遺跡(図1,図2)で,16

世紀後半～17世 紀初頭に生 じた液状化跡が検出

されている(小 泉,1999; 栗林,1999)。 丸山遺跡

は中位段丘面上に位置してお り,三 野断層南方に

推定される断層のす ぐ南側の遺跡である(図2)。

ここでは砂や礫が幅20～30cmで,長 さ約6m

にわたって上面が遺構面をなす土壌に貫入 した液

状化跡が認められた。液状化跡は弥生時代の遺構

面を切 り,さ らに16世 紀の土器を含む地層を切っ

ている(小 泉,1999)。 また,そ の1つ 前の液状化

跡 も推定 されている。大柿遺跡は吉野川の自然堤

防および後背湿地に位置している(図1)。 ここで

は水田遺構に砂脈が認められた。水田土壌から16

世紀後半の陶器や土器 を出土してお り,液 状化の

時期は16世 紀後半～17世 初頭 と推定されている。

また,古 墳時代後期の住居跡や水田遺構 を貫 く砂

脈も検出されている。

寒川 ほか(1990)に よる と,板 野郡板野町の
くろだにかわふるしろ

黒谷川古城遺跡(図1)で は,16世 紀末～17世

紀初頭の限られた時期に生じた液状化跡が認めら

れ,こ の時期に液状化 を発生させた可能性のある

地震は,1596年 慶長伏見地震と1605年 慶長南海

地震のいずれかであるとしている。

寒川(2001)は,慶 長南海地震は地震動が小 さ

い津波地震であ り(宇 佐美,1996),こ れらの液状

化跡はMTL活 断層系の活動による可能性が高い

としている。丸山遺跡は三野断層のす ぐ南側の中

位段丘面に位置してお り(図2),砂 や礫が貫入 し

た規模の大きい液状化跡である。板野断層(図1)

の川端Aト レンチでも,11～13世 紀以降に発生

したと考えられる大規模 な液状化跡が認められた

(森野ほか,1999,2001)。 これらの液状化跡は遠

方の海域を震源 とする南海地震によるものとは考

えに くい。四国東部におけるMTL活 断層系の1

つ前の活動時期は,紀 元前後 と推定されている(岡

田 ・堤,1997; 森野ほか,2001)。 丸山遺跡や大柿

遺跡で認められる1つ 前の液状化跡は,こ れらの

断層活動による可能性もある。

このように,少なくとも四国東部のMTL活 断層

系は16世 紀以降に活動したものと考えられる。し

か し,地 震被害についての記録が徳島県域に全 く

ないことから,歴 史地震との明確な対応づけがで

きない。古文書の発見がこれか らの課題である。

また,遺 跡などで検出される液状化跡は,MTL活

断層系の活動履歴を検討する上で重要な情報にな

る。MTL活 断層系に近接 した地点で,南 海地震に

よる地震動が比較的小さいと考えられる場所での

液状化跡を再検討する必要がある。

VII. ま と め

1) 三野断層を対象として,三 野町上野および美

馬町池ノ浦の2地 点で トレンチ調査を行った。両

地点は中位および低位段丘1面 上の溝状凹地に位
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置してお り,断 層 と凹地の堆積物との切断 ・被覆

関係 より,イ ベ ントを推定し,併 せて溝状凹地の

成因を検討 した。

2) 上野 トレンチで認められた最新イベントの時

期は,1,295～1,390calAD以 降,1,660～1,950

calAD(190±40yBP)前 と推定される。また,

鬼界アカホヤ火山灰(約BC5,200年)が 直立す

るような変形を受けてお り,本 層堆積以降,繰 り

返 し断層活動を受けているものと考えられる。

3) 池ノ浦 トレンチでは,低 断層崖基部に断層が

発達 してお り,断 層は トレンチ壁面のすべての地

層を切断している。最新イベ ントの時期は,1,525

～1 ,660cal AD以 降と推定される。また,よ り古

いイベ ントとして,3,340～1,510cal BCの イベ

ントも認められた。

4) これらの トレンチ調査の結果から,三 野断層

の最新活動時期は16世 紀以降と推定される。父尾

お よび神田断層の最新活動時期 も16世 紀以降と

考えられてお り,こ れ らの調査結果を総合すると,

四国東部のMTL活 断層系は16世 紀以降に活動 し

たものと推定される。

5) 最近の遺跡発掘調査によると,徳 島県西部の

丸山遺跡や大柿遺跡で,16世 紀後半～17世 紀初

頭の液状化跡が認め られている。これらの液状化

跡の時期は,ト レンチ壁面で認められたイベント

の時期 と一致 してお り,MTL活 断層系の活動 に

より発生 した可能性が高い。また,遺 跡で検出さ

れている1つ 前の液状化跡 も,MTL活 断層系の

活動による可能性がある。南海地震の影響が小 さ

いと考えられる地域での液状化跡を再検討する必

要がある。

6)三 野町上野の溝状凹地は,三 野断層とその南

方の断層に挟 まれた段丘面が隆起 し,北 側が相対

的に沈降することにより形成されたものと考えら

れる。美馬町池ノ浦の溝状凹地は,局 所的な引張

バリヤに形成されたごく小規模なプルアパー トベ

イズンと考えられる。
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